


















































設置期間 ９／１２－９／２０ ９／１２－９／２０ ９／１２－９／２０
設置場所 下半原（湖） 面谷（湖） 長野（湖）
かごわなの個数 ３＋３ ３＋３ ３
捕獲頭数 ５＋０ １＋０ ０
捕獲日付 ９／２０ ９／２０ ９／２０ ９／２０ ９／２０ ９／２０
捕獲場所 下半原 下半原 下半原 下半原 下半原 面谷
性別 ♂ ♀ ♀ ♂ ♀ ♂
頭胸甲長（） ７．０ ５．５ ５．６ ５．８ ６．０ ５．４
設置期間 １０／２９－１０／３１１０／２９－１０／３１１０／２９－１０／３１１０／２９－１０／３１
設置場所 下半原（湖） 面谷（湖） 荷暮（渓流） 下山（河川）
かごわなの個数 ８＋１ ７＋１ ６ ４
捕獲頭数 ６＋０ ４８＋５ ０ ０
捕獲日付 １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１
捕獲場所 面谷 面谷 面谷 面谷 面谷
性別 ♂ ♂ ♀ ♂ ♀














捕獲日付 １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１
捕獲場所 面谷 面谷 面谷 面谷 面谷 面谷
性別 ♀ ♂ ♀ ♀ ♀ ♂
頭胸甲長（） ７．０ ６．４ ５．２ ３．６ ５．１ ５．１
捕獲日付 １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１
捕獲場所 面谷 面谷 面谷 面谷 面谷 面谷
性別 ♀ ♂ ♀ ♀ ♀ ♂
頭胸甲長（） ４．９ ５．０ ７．６ ４．１ ５．５ ５
捕獲日付 １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１
捕獲場所 面谷 面谷 面谷 面谷 面谷 面谷
性別 ♂ ♀ ♂ ♂ ♀ ♂
頭胸甲長（） ４．６ ４．７ ４．０ ４．８ ４．８ ３．８
捕獲日付 １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１
捕獲場所 面谷 面谷 面谷 面谷 面谷 面谷
性別 ♂ ♀ ♀ ♂ ♂ ♂
頭胸甲長（） ４．７ ５．５ ４．２ ５．１ ５．０ ５．２
捕獲日付 １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１
捕獲場所 面谷 面谷 面谷 面谷 面谷 面谷
性別 ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂
頭胸甲長（） ６．３ ５．２ ４．１ ７．７ ６．３ ５．３
捕獲日付 １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１
捕獲場所 面谷 面谷 面谷 面谷 面谷 面谷
性別 ♂ ♂ ♀ ♂ ♂ ♀
頭胸甲長（） ７．４ ６．８ ５．２ ５．５ ６．２ ５．２
捕獲日付 １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１
捕獲場所 面谷 面谷 面谷 面谷 面谷 面谷
性別 ♂ ♀ ♂ ♂ ♀ ♂
頭胸甲長（） ４．３ ４．０ ３．３ ６．５ ５．７ ５．３
捕獲日付 １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１
捕獲場所 面谷 面谷 面谷 面谷 面谷 面谷
性別 ♀ ♀ ♀ ♀ ♀ ♀
頭胸甲長（） ５．２ ５．７ ５．８ ５．０ ５．５ ４．１
捕獲日付 １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１ １０／３１
捕獲場所 下半原 下半原 下半原 下半原 下半原 下半原
性別 ♂ ♂ ♀ ♀ ♂ ♀
頭胸甲長（） ７．２ ５．５ ５．２ ５．１ ６．４ ４．５
（２０１３年）
福井県九頭竜湖のウチダザリガニ（Ⅱ）
― ３ ―
Ⅳ．考察
①）九頭竜湖におけるウチダザリガニの現状について
設置したわなの個数と，捕獲されたウチダザリガニの個体数を見ると，２０１２年と比較して，２０１３
年はわな１個あたりの採捕数がかなり大きいことは一目瞭然である．もっとも，これだけのデータで
は九頭竜湖のウチダザリガニが増加傾向にあるとまではいえない．しかし，相変わらず若齢個体は確
認されていないものの，ウチダザリガニは九頭竜湖で世代を繰り返し，同湖に定着していることはほ
ぼ間違いないものと思われる．
一方，九頭竜湖の端にある九頭竜ダムよりも下流に位置する長野および下山，そして九頭竜湖に注
ぎ込む渓流域の荷暮でウチダザリガニが捕れていないことから，本種は九頭竜湖本体に留まっており，
周辺の河川へは広がっていないことが示唆された．保科（２０１１）で述べたように，九頭竜湖の２つの
ダムは，大型の水生動物が生きた状態で通過しにくい構造になっている．したがって，ウチダザリガ
ニの九頭竜水系全体への分布拡大のリスクは小さいが，体の小さい幼生であればダムを突破できる可
能性はある．今後も九頭竜湖に近い九頭竜川本流域でのモニタリング調査の継続は必要である．
②）九頭竜湖に流れ込む渓流とウチダザリガニについて
２０１３年度調査の結果で特筆すべきことは，面谷で捕れたウチダザリガニ４８頭のうち，水深 約１５
ｍに仕掛けたあなごかごによる成果が半分近く占めていることである．２０１２年までの調査では，岸
から人力で投げて，かごわなを設置していた．つまり，かごわなを仕掛けた水深はせいぜい数メート
ル以内である．今回，面谷にある橋の中央部からかごわなを２個落とした．九頭竜湖のウチダザリガ
ニは，相当深いところにも生息していることが明らかになった．
Ⅴ．追記
保科（２０１１）で述べたように，九頭竜湖におけるウチダザリガニの発見は全くの偶然によるもので
ある．筆者がたまたまその場所を訪れていなかったら，現在もなお本種は見つかっていなかったと考
えられる．つまり，九頭竜湖と類似条件（水温や地形，内水面漁業による稚魚の放流状況など）にあ
る湖沼は，ウチダザリガニの潜在的な生息場所となりうる環境で，現在は単に見つかっていないだけ
という湖沼もあるかもしれない．
そこで，筆者は石川県ふれあい昆虫館の福富宏和氏とともに，２０１２年１０月２日に石川県手取湖に
あなごかごと「お魚キラー」をそれぞれ６個ずつ設置し，約一週間後に回収した．
手取湖は九頭竜湖と同じくダム湖で，かつ湖に流入する河川では内水面漁業用の稚魚が放流されて
いる．このように，手取湖は九頭竜湖と環境的に近い部分があると考えたのが，今回調査を実施した
理由である．
結論を先に言えば，手取湖ではウチダザリガニは捕獲されなかった．とりあえずは良しといったと
ころである．もっとも，九頭竜湖と手取湖の表面的な環境の間には類似性が見られるものの，水生動
物類の現存量という点は大きく異なるように思われた．九頭竜湖であなごかごを設置すると，ウチダ
ザリガニのほかに，ギギ，ウグイ，ゲンゴロウブナなど様々な魚類が数多く混獲される．一方，手取
湖では，ドジョウとスジエビがごく少数捕獲されただけで，大型水生動物の現存量が絶対的に少ない
ように思えた．
現状では，ウチダザリガニが手取湖に侵入している可能性は限りなくゼロに近いが，北陸地域の他
のダム湖で本種のモニタリング調査を実施する価値はあると思われる．
Ⅵ．謝辞
本調査を行うにあたり，九頭竜湖および九頭竜川でのかごわなによる捕獲調査の便宜をはかってく
ださった福井県水産課，福井県自然保護センター，国土交通省福井河川国土事務所，国土交通省九頭
竜川ダム統合管理事務所，電源開発（株）の皆様と，奥越漁業協同組合の新井俊成組合長と石川県ふ
保科 英人
― ４ ―
れあい昆虫館の福富宏和氏に，厚く御礼申し上げる．また，種々のアドバイスをくださった北海道立
稚内水産試験場の川井唯史博士に重ねて御礼申し上げる．
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